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１

阿賀町は、平成17年４⽉１日に津川町・⿅瀬町・上川村・三川村
が合併し、新たに「阿賀町」として歩みを始めてから２０周年を迎
えました。
この間、町⺠の皆様をはじめ、多くの関係機関、団体、企業等の

皆様の温かなご⽀援とご協⼒を賜り、そして地域の発展に尽⼒され
た先⼈の皆様のたゆまぬ努⼒により、着実に歩みを重ね今日の阿賀
町があります。ここに心から深く感謝申し上げます。
この２０年を振り返りますと、国道４９号の整備や磐越⾃動⾞道

の４⾞線化整備の促進、道の駅「阿賀の⾥」の観光拠点整備、⼦育
て⽀援・教育環境の充実、医療・福祉体制の強化、豪⾬災害からの復旧や防災対策の強化など、
未来を⾒据えたまちづくりを進めてまいりました。また、旧町村の特色や資源を活用したつがわ
狐の嫁⼊り⾏列、かのせふるさと祭り、ふるさと上川ふれあい祭りの開催や阿賀野川ライン舟下
りなど、豊かな⾃然と⽂化を⽣かした観光振興にも⼒を注ぎ、町内外の多くの⽅との交流が⽣ま
れました。
一⽅で、最大の課題は⼈口減少対策であります。現在の⼈口は合併時の約５分の３に減少し、

そして何よりも町の将来を担う⼦どもの減少は顕著であり、非常に厳しい状況にありますが、今
年３⽉に策定しました第三次阿賀町総合計画に掲げる「豊かな⾃然・かがやく⽂化・みんなで築
く安心のまち」を理念に、将来を担う⼦ども達を大切にしながら、地域資源の再活用、移住・定
住の促進、デジタル技術の活用など、町⺠の皆様とともに新しい時代にふさわしいまちづくりを
進め、⼦ども達が未来に希望を持ち、高齢者が安心して暮らせる地域社会を築いてまいります。
本記念誌が、阿賀町のあゆみと先⼈の努⼒を振り返りながら、これからの阿賀町の未来をとも

に考える一助となることを願っております。
結びに、阿賀町の発展にご尽⼒いただいたすべての皆様に深く敬意と感謝を申し上げ、今後の

さらなる⾶躍と町⺠の皆様のご健勝を心より祈念いたします。

ごあいさつ

阿賀町長



『幽玄・⾵光明媚な⼭河の⾥』
阿賀町は、平成17年に津川町・⿅瀬町・上川

村・三川村の４町村が新設合併して発足した。
新潟県東部に位置し、町の中央を大河阿賀野川
とその⽀流の常浪川が流れ、沿岸の段丘に開け
た⼭間地域で９５２．８９Ｋ㎡の広大な面積に
１１９の集落が点在する⼈口８，９１８⼈の⾃
然豊かな町です。
町の東側は福島県と接し、平安時代より

阿賀町の紹介

７００年あまりにわたって会津に属していた全国的にも珍しい会津と越後双⽅の⽂化を持つ「両
属の地」として、個性ある独特の歴史・⽂化を培い、豊かな恵みをもたらし時に牙をむく大⾃然
の⾵土は、独⾃の⾵俗や習慣を育んできました。
主な産業は農業で、⼭々からの清流と澄んだ空気、昼夜の大きな寒暖の差は、モンドセレクシ

ョンで優秀品質最高⾦賞を受賞する極めて上質な⽶を育み、近年ではそばの収穫量も増え、⽶と
共に地域ブランドの確⽴を⽬指しています。
毎年６⽉第１土曜日には、麒麟⼭の狐火伝説を受け継ぐ祭り「つがわ狐の嫁⼊り⾏列」が開催

され約４万⼈の観客がその幽玄な世界へ誘われる、全国でも有名なイベントとなっています。
この麒麟⼭は「雪椿発⾒の地」でもあり、町内の⼭林には雪椿の原種が群⽣し、⾓神雪椿園で

は２万株の原種が保護されています。また、町の中央を流れる阿賀野川ではボート競技が盛んに
⾏われ、これまで幾⼈もの全国トップ選⼿を輩出したボートの町でもあります。

２

町の中央を流れる阿賀野川と飯豊⼭ 春の麒麟⼭

津川漕艇場ボート競技雪 椿



町の花

町の花 ︓ ユキツバキ
「雪椿」と命名された新種の椿は、阿賀
町の麒麟⼭で発⾒された。⾵雪に耐え、
やがて美しく⼒強く咲き始める花の姿と
⽣命⼒が、町の未来のイメージと重なる。

町の木

町の木 ︓ スギ
多くの⾃然の中ひときわ天高くそびえる
「スギ」三川地域にはスギの巨木日本一
で有名な「将軍杉」がありシンボル的な
存在である。

町の鳥

町の鳥 ︓ ウグイス
早春から盛夏にかけて鳴くことから「春
告鳥」とも呼ばれ、冬に終わりを告げ春
の息吹を感じられる美しい鳴き声が町⺠
に親しまれている。

３

飯豊⼭や御神楽岳（みかぐらだけ）を代表とする多くの⼭々
と豊富な森林資源、大河阿賀野川の流れに恵まれた⼭河の⾥と
会津と越後双⽅の⽂化を持つ阿賀町を、「阿賀野川と緑に囲ま
れた豊かな⾃然」として、包み込む緑の腕が明るいまちや輝く
⽂化を⽀え、築いている様⼦を表現している。

阿賀町 町章



数字で⾒る阿賀町
広大な⼭間地に集落が点在する阿賀町の⼈口・園児数・児童⽣徒数と地⽬別面積

□4地域の人口及び世帯数（令和7年3月31日現在）　　　　　 　　　　（人）

男 女 計

津川地域 1,545 1,621 3,166 1,481

鹿瀬地域 684 747 1,431 768

上川地域 905 939 1,844 807

三川地域 1,228 1,249 2,477 1,080

合　　計 4,362 4,556 8,918 4,136

総人口
世帯数

□地目別面積（令和7年1月1日現在）    （㏊）

区分 総計 合計

田 1,268.6

畑 781.4

宅地 387.5 95,289.0

山林 26,414.0

原野 928.4

その他 65,509.1

□町内学校の児童・生徒数（令和7年5月1日現在）　　（人）

学級数 児童生徒数 教職員数

津川小学校 9 94 26

上川小学校 6 40 17

三川小学校 8 80 19

阿賀津川中学校 5 90 22

三川中学校 5 34 18

合　　計 33 338 102

保育園運動会

中学校授業⾵景

稲刈り⾵景 ４

□町内保育園の園児数（令和7年3月31日現在）　　  　     （人）

定員 園児数 職員数

ひまわり保育園 120 68 25

上条保育園 60 26 10

わかば保育園 120 55 20

合　　計 300 149 55



阿賀町２０年のあゆみ

２００５年（平成１７年）から

２００９年（平成２１年）

２００５年（平成17年）

● 4月1日阿賀町誕生

● 4月 初代町長に長谷川東二氏就任

● 5月 初代町議会議長に廣瀬茂雄氏就任

●11月 県道室谷津川線 三郷バイパス開通

２００６年（平成18年）

● 1月 雪害対策本部設置 一斉雪下ろし実施

● 2月 町の「花」「木」「鳥」制定

● 8月 阿賀町空き家バンク開設

● 8月 第57回新潟県消防大会ポンプ車操法競技優勝

●10月 長谷川東二町長退任

●10月 廣瀨茂雄議長退任

●10月 第61回国民体育大会「のじぎく兵庫国体」で阿賀

●10月 黎明高等学校ボート部が全国制覇を達成

●11月 町議会議長に遠藤信也氏就任

●11月 訪問看護ステーション事業開始

●12月 町長に神田敏郎氏就任

２００７年（平成19年）

● 3月 西川小学校神谷分校閉校

● 7月 新潟県中越沖地震発生

柏崎市へ広域相互応援による救急隊を派遣

２００８年（平成20年）

● 3月 津川中学校・鹿瀬中学校・上川中学校閉校

● 4月 阿賀津川中学校開校

● 8月 岩手宮城内陸地震により岩手県一関市へ緊急消

● 8月 防援助隊として救急隊出動

２００９年（平成21年）

● 3月 三宝分保育園閉園

● 4月 ごみ袋の有料化開始

● 9月 第64回国民体育大会「トキめき新潟国体」ボート

● 9月 競技会が阿賀町で開催 高円宮妃久子殿下来町

●10月 国道459号 当麻トンネル開通

阿賀津川中学校

トキめき新潟国体

春の阿賀野川と麒麟橋

野中ザクラ

５



２０１０年（平成２２年）から

２０１４年（平成２６年）

２０１０年（平成22年）

● 3月 阿賀町斎場竣工

● 3月 三宝分小学校・七名小学校閉校

● 4月 町内全域に光ケーブル通信網開通

● 4月 テレビ電話による行政放送開始

● 8月 阿賀黎明高等学校ボート部が第58回全日本高等

● 8月 学校選手権競漕大会で初優勝

● 9月 遠藤信也議長退任

● 9月 町議会議長に齋藤秀雄氏就任

●12月 地域活動総合支援センター「たんぽぽ」竣工

２０１１年（平成23年）

● 1月 第26回雪シンポジウムin阿賀町開催

● 1月 雪害対策本部設置

● 2月 災害救助法適用による雪下ろし実施

● 3月 東日本大震災発生 避難者を受け入れ

● 3月 宮城県石巻市へ緊急消防援助隊として救急隊出

● 9月 動

● 3月 新潟大学とダブルホーム連携協定締結

● 7月 新潟・福島豪雨災害発生

２０１２年（平成24年）

● 2月 豪雪対策本部設置

● 2月 災害救助法適用による雪下ろし実施

● 3月 日出谷保育園閉園

● 4月 木質バイオマス燃料等製造施設稼働

● 8月 全国高等学校総合体育大会「2012北信越かがや

● 8月 き総体」ボート競技大会が阿賀町で開催

２０１３年（平成25年）

● 2月 雪害対策本部設置 災害救助法適用

● 3月 国道49号 揚川改良（揚川バイパス）開通

● 3月 もみじ保育園・とこなみ保育園閉園

● 3月 ひまわり保育園竣工

● 4月 ひまわり保育園開園

● 6月 東蒲原郡史編さん事業完了

● 6月 阿賀町郷土資料館開館

● 9月 第22回全国市町村交流レガッタ阿賀大会開催

２０１４年（平成26年）

●10月 阿賀町合併10年・津川開町400年事業開催

テレビ電話による⾏政放送

阿賀町合併10年・津川開町400年記念式典

一⻫雪下ろし

全国市町村交流レガッタ

６



２０１５年（平成２７年）から

２０１６年（平成２８年）

２０１５年（平成27年）

● 3月 新潟青陵大学・短期大学部と包括連携協定締結

● 5月 齋藤秀雄議長退任

● 5月 町議会議長に猪俣誠一氏就任

● 7月 第66回新潟県消防大会が阿賀町で開催

● 9月 阿賀町ブランド認証マーク制定

●10月 阿賀地域民国連携森林整備促進協定締結

●12月 阿部昌洋医師、故 小川龍医師に名誉町民の称号

● 4月 を贈る

２０１６年（平成28年）

● 3月 阿賀町産米コシヒカリが日本航空国際線機内食と

● 4月 して提供

● 5月 情報発信拠点施設 こんびり開設

● 8月 阿賀町公営塾 黎明学舎開設

●10月 阿賀町～新潟市間の高速バス実証運行開始

●11月 重要文化財護徳寺観音堂保存修理工事竣工

●12月 新潟大学と包括連携協定締結

●12月 糸魚川市大規模火災により広域相互応援による

● 4月 消防隊を派遣

阿賀町ブランド認証マーク

阿賀町～新潟市間高速バス

情報発信拠点「こんびり」

第66回新潟県消防大会

重要⽂化財護徳寺観音堂７



２０１７年（平成29年）

● 3月 町道川口岩谷線 寿橋竣工

● 3月 新潟市と新潟広域都市圏連携協約締結

● 4月 一般社団法人 阿賀町観光協会設立

● 7月 第68回新潟県消防大会小型ポンプ操法競技優勝

● 7月 東京上川会設立20周年記念総会・親睦交流会開

● 4月 催

● 7月 羽越水害復興50周年記念事業開催

● 8月 阿賀町消防署上川分遣所移転

● 9月 病後児保育室開設

●10月 阿賀町～新潟市間の高速バス定期運行開始

●11月 阿賀町観光大使に中野小路たかまろ氏就任

●11月 阿賀津川中学校創立10周年記念式典開催

２０１８年（平成30年）

● 2月 雪害対策本部設置 災害救助法適用

● 3月 鹿瀬保育園・日野川保育園閉園

● 7月 映画「ある船頭の話」阿賀町ロケ開始

● 7月 三川小学校児童と中国浙江省の小中学生との交

● 7月 流会開催

● 7月 豪雨災害により岡山県倉敷市へチーム新潟によ

● 7月 る災害応援職員を派遣

● 8月 旧谷花小学校閉校記念タイムカプセル開封

● 9月 猪俣誠一議長退任

● 9月 町議会議長に齋藤秀雄氏就任

● 9月 北海道胆振町東部地震により北海道安平町へ

● 7月 チーム新潟による災害応援職員を派遣

● 9月 サル位置情報システム導入

●12月 神田敏郎町長退任

●12月 町長に神田一秋氏就任

小型ポンプ操法競技優勝

２０１７年（平成２９年）から

２０１８年（平成３０年）

病後児保育室 ⽻越⽔害復興50周年記念事業

中国浙江省の小中学⽣との交流会

旧谷花小学校タイムカプセル開封 ８



２０１９年（平成３１年）から

２０２０年（令和２年）

２０１９年（平成31年）

● 3月 津川小学校・三郷小学校・鹿瀬小学校・日出谷小

● 6月 学校閉校

● 3月 上条小学校・西川小学校閉校

● 4月 新 津川小学校・上川小学校開校

● 4月 道の駅阿賀の里イザベラバード就航

● 5月 元号が「平成」から「令和」に改元

● 5月 第30回つがわ狐の嫁入り行列開催

● 6月 日本郵政（株）下越南部地区連絡会・町内郵便局

● 6月 と包括連携・地域協力、防災協定締結

● 6月 新潟・山形地震により村上市へチーム新潟による

● 6月 災害応援職員を派遣

● 7月 町内小学校児童と中国江蘇省・浙江省の小中学

● 6月 生と交流会開催

● 9月 三川地域 五十島集会所竣工

●10月 三川駅～赤谷間コミュニティワゴン運行開始

●10月 第34回国民文化祭・にいがた2019「学ぼう歩こう会

● 6月 津街道㏌阿賀町」「新潟・阿賀郷土芸能祭」開催

●10月 令和元年台風第19号災害発生

２０２０年（令和2年）

● 3月 阿賀町消防本部新庁舎竣工

● 3月 津川河川公園広場竣工

● 4月 新型コロナウイルス緊急事態宣言が発令

● 4月 阿賀町移住コーディネーターを配置

● 7月 阿賀町オリジナルフレーム切手発売

● 7月 かのせ温泉 赤湯営業再開

● 7月 地域みらい留学制度に参画

●10月 あがまちファンクラブ設立
津川河川公園広場

イザベラバード就航

つがわ狐の嫁⼊り⾏列

⾚湯露天⾵呂 阿賀町消防本部新庁舎９



２０２１年（令和３年）から

２０２２年（令和４年）

２０２１年（令和3年）

● 1月 雪害対策本部設置

● 3月 馬取沢砂防堰堤竣工（国土交通省）

● 4月 阿賀黎明高等学校学生寮（緑泉寮）開設

● 4月 小中学校の授業にタブレット端末導入

● 4月 七福温泉 七福荘営業再開

● 4月 磐越自動車道三川IC～安田IC間 ４車線化着手

● 6月 東京2020オリンピック新潟県聖火リレー開催

● 6月 阿賀町から１名出場

● 6月 阿賀町PR大使に永井みゆき氏就任

● 7月 全国古民家再生協会新潟県連合会と包括連携協

● 5月 定締結

●10月 まちなか巡回バス試験運行開始

●10月 東川予約型デマンドバス試験運行開始

２０２２年（令和4年）

● 1月 探求の森交流館（風舟）開設

● 1月 ドローンによる物資輸送の実装飛行開始

● 2月 阿賀町公式オンラインショップ アガマチマーケット

● 5月 開設

● 3月 汚泥再生センター基幹改良竣工

● 4月 公共料金等のコンビニ、スマートフォン納付開始

● 7月 上川地域 太田会館竣工

● 8月 特定地域づくり事業協同組合設立

● 8月 重要文化財五十嵐家住宅が土砂災害により被災

● 8月 大雨災害により村上市、関川村へチーム新潟によ

● 5月 る災害応援職員を派遣

●12月 暴風雪・大雪による大規模長期停電発生

ドローン実装⾶⾏

探求の森交流館（⾵舟）

タブレット端末導⼊

緑泉寮の寮⽣

被災した五⼗嵐家住宅

東京2020オリンピック聖火リレー

10



２０２３年（令和５年）から

２０２４年（令和６年）

２０２３年（令和5年）

● 3月 阿賀町観光ガイド発足10周年記念事業開催

● 3月 JFEエンジニアリング（株）と燃料供給事業及び地

● 3月 域一体型バイオマス発電事業化検討に関する協

● 3月 定締結

● 3月 阿賀町DX推進計画策定

● 4月 小中学校給食完全無償化

● 6月 東京阿賀町会発足

● 7月 （株）日本養魚技術、東蒲原漁業協同組合とサー

● 3月 モン循環濾過養殖施設・フィッシングパーク・鮎稚

3月 魚養殖施設の誘致事業化推進に関する連携協定

● 3月 締結

●10月 三川小学校創立150周年記念式典開催

●10月 林道八木山田沢小出線全線開通

●11月 第38回雪シンポジウム㏌阿賀町開催

２０２４年（令和6年）

● 1月 能登半島地震発生

● 1月 石川県輪島市・能登町へ緊急消防援助隊として消

● 3月 防隊・救急隊出動

● 1月 新潟市へチーム新潟による災害応援職員を派遣

● 1月 （株）新潟放送と地域活性化包括連携協定締結

● 1月 小学校に大谷翔平選手からグローブ寄贈

● 3月 道の駅阿賀の里 あがりーな竣工

● 4月 阿賀町アプリ しらせあい誕生

● 4月 役場本庁舎窓口で書かない窓口運用開始

● 4月 阿賀町商工会発足

● 4月 阿賀町産米コシヒカリ モンドセレクション３年連続

● 3月 金賞受賞

● 9月 三川小・中学校屋内運動場に空調設備を整備

●12月 阿賀津川中学校屋内運動場に空調設備を整備

津川小学校の給食⾵景

道の駅阿賀の⾥「あがりーな」

モンドセレクション受賞11 阿賀町アプリ

三川小学校創⽴150周年記念式典
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２０２５年（令和7年）

● 2月 豪雪対策本部設置

● 2月 災害救助法適用による雪下ろし実施（518棟）

● 2月 岩手県大船渡大規模林野火災により岩手県大船

● 3月 渡市へ緊急消防援助隊として消防隊出動

● 3月 五泉地域衛生施設組合 クリーンセンターあがの

● 3月 がわ竣工

● 3月 阿賀町第３次総合計画策定

● 4月 保育園保育料完全無償化

● 4月 放課後児童クラブ負担金無償化

● 7月 津川小学校屋内運動場に空調設備を整備

● 7月 上川小学校屋内運動場に空調設備を整備

● 7月 阿賀町オリジナルフレーム切手（第２弾）発売

● 8月 猛暑・渇水対策本部設置

● 8月 2025年度夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会

● 8月 が阿賀町で開催

● 8月 （株）トップライズと災害時における応援業務に関

● 3月 する協定締結

●10月 阿賀町町制施行20周年記念式典開催

２０２５年（令和７年）

夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会

災害救助法適用による雪下ろし

12

この１０年間に

二⼗歳を迎えら

れた皆さん
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まちづくりの基本理念
～豊かな自然・かがやく文化

みんなで築く安心のまち～

『豊かな⾃然』 ・・・・・・・ 阿賀町の素晴らしい大地や⼭河を基盤に
『かがやく⽂化』 ・・・・・・ 地域の伝統や歴史を大切にしながら新しい⽂化を、
『みんなで築く』 ・・・・・・ この地に暮らす⼈たちが一緒になって築きます。
『安心のまち』 ・・・・・・・ だれもが安心して暮らせるまちを⽬指して︕

豊かな⾃然

息づく伝統

未来へつなぐ



町制施⾏２０周年記念ロゴマーク

阿賀町町制施⾏２０周年

町制施⾏２０周年という記念すべき節⽬を町⺠の皆さんに知っていただき、町全体でお祝
い機運を醸成するとともに、阿賀町の魅⼒を内外に発信するため記念ロゴマークを作成しま
した。
このロゴマークは、阿賀町で発⾒・命名された「雪椿」が「２０」の⽂字の周囲の円に可

愛らしく配置されたシンプルなデザインとなっています。

阿賀町町制施行20周年記念誌

発行：令和７年１０月

企画・編集：阿賀町役場総務課

〒959-4495

新潟県東蒲原郡阿賀町津川580番地

TEL 0254-92-3111

URL https：//www.town.aga.niigata.jp
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